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昨年度の防災訓練の様子 

  

 
 

戦争は人災ですが、地震は天災です。 

                            校長 釼持 利行 

熊本県を中心に九州地方で、地震が続いています。4 月 14 日夜に起きた地震は、熊

本県益城町で震度 7（M6.5）を記録しました。国内で震度 7 が観測されたのは、2011

年 3 月の東日本大震災以来のことです。16 日未明にも震度 7（M7.3）の大地震が発

生しまた。最初、14 日の地震を「本震」と発表した気象庁は、16 日を本震とし、14

日は「前震」に変更しました。一連の地震活動で震度 7 を 2 回記録したのは、観測史

上初めてのことだそうです。被害に遭われた皆様には謹んでお見舞い申し上げるとと

もに、現在も余震が続くなど不安な状況が続いているかと思いますが、一日も早い復

旧と皆様のご健康をお祈りしたいと思います。 

戦争は人災ですが、地震は天災です。地震は大自然の営みであり、今のところ人の

手では防ぐことができません。生徒の皆さんには、もし私たちの住む町に大地震が起

きたらと自分の身に置き換えて、しっかりと学んでほしいと思います。そして、自分

はその時どう行動すべきかを考えてみてください。 

熊本地震で学校が休校し、授業を受けられなくなった熊本県内の小中高校などの児

童生徒が、4 月 22 日現在で 404 校の約 15 万人に上るそうです。県内の児童生徒約 20

万人の約 75％に当たります。壁や天井など耐震化が不十分な部材を中心に被害が出た

学校が少なくとも 351 校あり、被害は軽微でも避難所と

して使われている学校も多くあるそうです。 

高松中学校は、港区の広域避難所に指定されています。

日頃から大災害が起きた時のための備えを計画的に行っ

ています。また、毎月の避難訓練はもちろんのこと、今

年も、7 月 2 日(土)に、消防署・地域の方を講師として

お招きして一年生が「防災訓練」を行います。10月 15日(土)

には、本校を会場に高輪地区総合防災訓練が行われ、毎年、生徒会を中心に生徒も参

加しています。私たちの地域にも大きな地震がいつ起きてもおかしくはありません。

食べ物や水などの準備をするとともに、心の準備をしっかりとしておくことが必要で

す。人間は、災害発生に直面すると、気が動転して正しい判断や行動ができなくなる

ことがあります。日頃の訓練をしっかりとして、災害を最小限に食い止めることが必

要です。この機会に、ご家庭でもどのような準備をしておいたらよいか話し合ってみ

てください。 

港区立高松中学校 学校だより<第２号> 

平成２８年５月２日 校長 釼持 利行 



 
学年主任の先生方から 

 
■第１学年■  鈴田 寛治 学年主任 

【学年目標】「授業を大切にしよう」 「友だちを大切にしよう」 「積極的に行動しよう」 

【学年経営方針】 

・学  習：・授業規律の確立と、わかりやすい授業展開の充実。 ・補充学習等を通しての基礎学力向上の実現。 

・生  活：・あいさつが自然と言える日常の習慣づくり。 ・仲間同士がお互いに尊重し合い、認め合う人間関係づくり。 

         ・規範意識を高め、いじめを許さない環境づくり。 

・特別活動：・さまざまな行事を通して、他人の喜びを自分の喜びと感じることができる感動体験の充実。 

・委員会や係活動を通して、学校生活の充実感の実現。 

・家庭との連携：・常に家庭との連携をとりながら問題解決をしていく体制づくり。 

・家庭との連絡を密にすることによる、信頼関係の構築。 

■第 2学年■  淺野 剛 学年主任 

【学年目標】「集団の一員としてきまりをしっかり守ろう」「日々の授業を大切に、自ら進んで学習しよう」「仲間を大切に、

互いに高め合う学年にしよう」「自己の特性を生かし、将来を見据えて進路を切り開こう」【学年経営方針】・集団生活の向上

を目指して、利己的な言動を排し、他人を尊重し、協調する態度を育てる。 

係活動を通じて自己の責任を果たす態度を育成する。 

・学習面では、それぞれの生徒に具体的な目標を持たせ、学習に落ち着いて取り組めるよう指導する。 

始業前の朝学習を実施し基礎的、基本的な内容の定着を図る。 

・自己を正しく表現する力，他人を尊重する心を育て、円満な人間関係をつくる。 

挨拶・返事をしっかりする、時と場所を考えた言葉遣いが出来るように指導する。生徒同士の意見交換の場を多く作る。 

・多くの情報から広く社会に目を向け、自己の特性を考慮に入れて自分の将来の進路を主体的に選択できるよう進路指導の充

実を図る。 

・特別活動等を通じ自主的、自律的に行動できる生徒の育成を図る。 

■第 3学年■  永山 明 学年主任 
【学年目標】『自立』：｢自ら考え、正しく判断し、行動しよう｣ 
      『団結』：｢集団の中で、お互いを認め合い、高めあおう｣ 
【学年経営方針】生 活 ：｢あいさつ｣ ｢時間｣ ｢服装｣ の３つを重点として、基本的な生活習慣の定着を図る。真

の団結を図る。  
・進 路 ：学年生徒全員が、自分の将来に希望をもって卒業できるよう全力で取り組む。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急配信メール登録のお願い 

4月18日（月）にテスト配信しました緊急配信メールですが、4月27日(水)の時点で加入率が８７％となっています。緊急時に 

おける重要な連絡手段となりますので、まだ登録されていないご家庭は登録をお願い致します。登録方法を記載したプリントが見 

つからない場合は、副校長まで申し出て下さい。

 

【第 1学年】 学年主任 宮本 史子先生               

育てたい生徒像 

「高松中生のあたりまえ」を実践する生徒 

伝統を伝え、尊重し、新たなエネルギーを加える学年 

 

学年目標            

① 授業を大切にする。  ② 集団生活のルールを守る。  ③ 自分の役割は責任をもって果たす。   

学年経営方針 

「やってみせて、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」 
をモットーに、自ら行動できる生徒を育てる。 

 

 

【第３学年】 学年主任 佐藤 稔先生 

育てたい生徒像 

 ・素直な生徒 (敢えて「素直さ」を大切に考えています) 

 ・自ら進んで物事に取り組む生徒(高松中の最高学年として) 

学年目標 

 ①自分のことだけ考えない  ②他人との接し方を身に付ける あいさつ、礼儀、言葉遣い 

学年経営方針 

 ３学年の生徒全員が生き生きとした学校生活を送ることができるよう、教員も団結していきたいと思

います。「自立した態度を育てる」を合い言葉にやっていきます。 

 

 

【第２学年】 学年主任 吉﨑 嚴太郎先生 

育てたい生徒像 

    思いやりのある心豊かな生徒 

学年目標 

(1) 基本的生活習慣を身に付けさせる。 

   (2) 他人を思いやる心を育てる。 

   (3) 基礎学力の定着を図り、落ち着いた学習態度を養う。 

学年経営方針 

(1) 各教員の個性、学級の独自性は尊重して行うが、教員の指導に偏りが生じないように、学年で統一 

した見解を持つ。 

(2) 常に生徒の実態を正しくとらえ、情報交換を密に行い、小さなことでも学年で相談する。 

(3) いろいろな問題に対しては、個人・担任まかせにすることなく、必ずチームで取り組む。 

 

 

 

 


